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第 66 代会長 加瀬 義明 
第 66 代幹事 小澤 雅彦 

2025 年 10 月 16 日（木） 第３１２５回例会 天候：晴れ 司会：平賀裕祥副幹事 No. 14 
 

＝本日の例会行事＝ 

◎ゲスト・ビジター紹介 

大箭剛久様（第４グループ ガバナー補佐 茅ヶ崎ＲＣ）大

森翔平様 （第４グループ ガバナー補佐幹事 茅ヶ崎ＲＣ） 

◎幹事報告 

◆ガバナー事務所より 
◇ロータリー財団月間卓話者決定のお知らせ ◉１１/１３（木） 例会  ◉藤原和奏さん（２０２４‐

２５年留学／ロシア・フランス／音楽）  ◉随行者…関口直美委員 ・ 井上美菜委員 
◇『ハイライトよねやま ３０７』 … 全会員へメール配信

済み 
◆タウンニュース◆ガバナー事務所より   
◇２０２８～２０２９年度 ガバナー・ノミニー選出の件 
◇２０２８～２０２９年度 ガバナー・ノミニー候補者提案

に関する告知 
◆６ＲＣ親睦ゴルフ大会ホストクラブ（茅ヶ崎中央ＲＣ）

より    
◇６ＲＣ親睦ゴルフ大会寄付についてのご依頼     ◉会長…１０，０００円  ◉幹事…５，０００円 
◆タウンニュース 

和田幸男君 熊澤さん、入会おめでとうございます。大箭

ガバナー補佐よろしくお願いします。 
吉田恵子君 急に寒くなりましたね。大箭さん卓話楽しみ

です。 
大箭剛久君 本日はガバナーの御紹介をさせていただきま

す。松下ガバナーは体格が良く、ラグビーか何かスポーツ

をやっていた印象があるのですが、聞いてみると、お酒を

「グビグビー」飲むことで鍛えていらっしゃるそうです。 
大森翔平君 補佐幹事ということで...慣れない場所から失

礼致します。熊澤さんようこそ。これから宜しくお願い致

します。 
山口利通君 熊澤くん、入会おめでとう。大箭 AG、本日

の卓話まじめに拝聴します。 
成田栄二君 熊澤さん入会おめでとうございます。大箭

AG、卓話よろしくお願いします。所用により早退します。 
中山冨貴子君 新会員、熊澤孝太郎様ようこそ。これから

宜しくお願い致します。大箭ガバナー補佐、卓話宜しくお

願い致します。 
杉田祐一君 熊澤孝太郎さん、ご入会おめでとうございま

す。一緒に活動できることを楽しみにしております。大箭

AG、大森 AG 補佐、卓話並びにクラブ協議会、よろしくお

願いいたします。 
杉本剛昭君 茅ヶ崎中央 RC の小川様、ようこそお越しく

ださいました。熊澤さん、ご入会おめでとうございます。

大箭 AＧ、大森 AG 幹事、お疲れさまです。どうぞよろし

くお願い申し上げます。 
木村信一君 ガバナー補佐・大箭さん、ガバナー補佐幹事・

大森翔平さん、いつもありがとうございます。本日は卓話

楽しみにしています。熊澤孝太郎様、入会ありがとうござ

います。 
橋本正一君 新会員の熊澤さん、ご入会ありがとうござい

ます。大箭さん、卓話楽しみです。 

スマイル報告［島崎英之会員］ 

小川一雄様（茅ヶ崎中央ＲＣ）しばらく振りに出席させて

頂きます。よろしくお願い致します。 
加瀬義明君＆小澤雅彦君 熊澤さん、入会おめでとうござ

います。心より歓迎致します。大箭 AG、大森 AG 幹事、

本日は訪問ありがとうございます。お話楽しみにしており

ます。小川さまいらっしゃいませ。お楽しみ下さいませ。 
田中賢三君 小川地区米山委員長、たいへんお世話になり

有難うございます。熊澤孝太郎様、御入会おめでとうござ

います。大箭ガバナー補佐、大森翔平補佐幹事、よろしく

お願いします。 



日時 回 現会員 計算会員 出席 ＭＵ済 欠席 暫定出席率 修正出席率 

１０／１６ ３１２５ ４６ ４３＋１ ３１ ３ １０ ７７．２７％  

 
 
 
 
 

出席報告 小泉喬史会員 

大竹孝一君 熊澤孝太郎様入会おめでとうございます。先

週は会員拡大委員会に出席の皆様、ありがとうございまし

た。有意義な話が出来ました。次回もよろしくお願いしま

す。 
安武 勝君 熊澤さん入会おめでとうございます。大箭ガ

バナー補佐、大森ガバナー補佐幹事、よろしくお願いしま

す。 
平賀裕祥君 熊澤さんようこそ。一緒に頑張りましょう。

大箭さん他の輪楽しみにします。先週の会員増強維持の後

の二次会に吉本興業の石橋さんが来て、一緒に飲めました。 
樋口康雄君 大箭 AG、大森翔平 AG 幹事、本日はよろし

くお願いします。小川一雄さん、ようこそいらっしゃいま

せ。熊澤さん、入会おめでとうございます。とみに学び、

楽しみ、奉仕しましょう。 
上原幸作君 熊澤さん、お待ちしておりました。今年は熊

が色んな所で出没しています。やっと茅ヶ崎ロータリーに

出没してくれましたね。大箭さん、卓話よろしくお願いし

ます。 
島崎英之君 熊澤さん、ご入会おめでとうございます。大

箭 AG、卓話よろしくお願い致します。ビジター・小川様

ようこそお越しくださいました。 
｛本日 21 件、29,000 円です］ 

さて、ビデオレターにもありました通り、今年度は RI 会

長テーマではなくメッセージという形で「Unite for Goods
（よいことのために手を取りあおう）」を掲げられていま

す。また、これを受け、従来の地区の「ガバナー方針」も、

「地区ポリシー」という形で皆様に発信させていただくこ

ととなりました。 
今年度、松下ガバナーの掲げられた地区ポリシーは「Have 
Fun Rotary（ロータリーを楽しみましょう）」です。茅ヶ

崎クラブの田中 PG が掲げられていた「Enjoy Rotary」と

通ずるところがありますが、Have Fun という言葉は前年

度末に RI 会長エレクトを辞任されたマリオ・デ・カマル

ゴ氏が、今年 2 月に行われた国際協議会においてお話しさ

れた「As you carry out this mission, don't forget one of 
Rotary's greatest joys. Making friends around the world 
and having fun.（この使命を遂行する中で、ロータリーの

最大の喜びのひとつ、世界中で友を作り、楽しむことを忘

れないで下さい）」という言葉から引用されたと伺っており

ます。 
この地区ポリシーについて、松下ガバナーは「Have Fun 
Rotary は自分自身への言葉でもあります。大好きなロータ

リーを一生の中で最も楽しめるのがガバナー年度だと思っ

ています」と仰っておられます。ガバナー職にある一年間

は片時もロータリーのことが頭から離れることは無いでし

ょうから、だからこそ存分に楽しもうという趣旨のご発言

と理解しております。 
同様に、クラブ会長、幹事、そしてクラブ会員の皆様も、

それぞれの立場で様々な活動に積極的に参加し、親睦を深

めることでロータリーライフを楽しんでいただきたい、と

いう思いが込められた言葉だとご理解いただければと思い

ます。 
また、松下ガバナーからぜひ皆様へお伝えしたい言葉とし

て、「ガバナーは RI の中間管理職ですから、ある程度 RI
の方針に沿った活動をしなければなりません。私の活動方

針もロータリー行動計画に沿った中でオリジナリティを盛

り込んだものです。これは決してクラブの活動を縛るもの

ではありません。しかしながら、クラブのご協力が無けれ

ば出来ないことばかりです。地区に出向していただいてい

る委員の皆さんもそれぞれのクラブの会員であり、ご協力

をいただくという気持ちでお願いしております。」という言

葉をお預かりしております。 
私もクラブと地区の間を取り持つのがお役目と心得ており

ますので、その協力体制をいかに構築していくべきかにつ

いて、皆様の声を真摯に受け止めながら調整を図っていき

たいと思っております。どうか忌憚のないご意見をお寄せ

いただければと存じます。 
さて今年度、当地区ではアクションプラン 2025－26 を設

けております。前年度より 3 year rolling goals という 3 年

計画が導入されており、今年度のアクションプランも大筋

では前年度の物を踏襲する形となっておりますが、松下ガ

バナーの意向により優先順位の見直しなど若干手を加えて

おります。 
画面左手が RI の提唱するロータリーの行動計画、そして

右側がそれぞれの項目に対応した当地区の行動計画です。

間にあるのが具体的な施策になります。 

おおやたけひさ 
1964 年 3 月 10 日生れ O 型 
職業分類：機会機器 D  
株式会社丸越 代表取締役 
2013 年 5 月入会 
多様性を認め、お互いを尊重し合

うことがクラブの原動力 

「ガバナー補佐訪問卓話」 
第４グループガバナー補佐 大箭剛久様 

皆様、こんにちは。今年度第 4 グループのガバナー補佐を

仰せつかっております、茅ヶ崎ロータリークラブの大箭で

す。 
例年ですと地区内の早いクラブは 7 月初めから補佐訪問、

中旬にはガバナー公式訪問が始まり、年内には地区内全て

のクラブを回り終える、というスケジュールですが、今年

度の松下ガバナーは年度替わりしてすぐの段階でお邪魔す

るよりも、ある程度落着いた頃にお伺いした方が各クラブ

にとっても好ましいのではないかというご判断から、今年

度につきましては地区大会を通常より早い段階で行い、そ

の後にガバナー補佐訪問、ガバナー公式訪問を開始するこ

ととなりました。これにより、公式訪問が年越しとなるク

ラブもかなりの数になってしまうのですが、幸いなことに

第 4 グループ各クラブは茅ヶ崎クラブの 11 月 27 日が最後

のガバナー公式訪問となり、地区内でも早い段階で全ての

クラブの公式訪問を終えられる予定となっております。 
まずは松下ガバナーの 8 分間ほどのビデオレターをお預か

りしておりますので、ご視聴いただければと思います。く

振りに出席させて頂きます。よろしくお願い致します。 

◆卓話は別紙に続きます 



 優先項目の 1番目に来るのが参加者の基盤を広げる、会員
相互ならびにＲファミリーを繋ぐということです。会員増

強は毎年重要課題として取り上げられるテーマではありま

すが、今年度の松下ガバナーとしても「会員増強と積極的

な維持支援」に最大の力を注いでいきたいとのお考えです。

特に新しい会員にロータリーの価値を理解し、継続してい

ただくための支援、新会員のオリエンテーションなども含

めた支援策をご用意しています。 
また、次世代を担うリーダーの育成、そして長期的な会員

増強策として青少年事業をとらえており、これらの委員会

にも皆様の積極的な活動を支援するように働きかけていき

ます。 
ちなみに、先ほど触れました新会員のための支援策といた

しましては、 
①新会員の皆様に第 2840 地区・田中久夫 PG の著書「ロ
ータリーに入ろう」を贈呈します。これは田中 PGご自身
のロータリー入会前から、ガバナーとして活動されるまで

の経歴をユーモアを交えながら書かれた一冊で、ロータリ

ーのことを知っていただく一助になればというガバナーの

想いからご用意させていただいております。 
②今年度内に入会 3年目を迎える会員に特製ピンを贈呈し
ます。「石の上にも三年」という言葉もありますが、「そろ

そろ違うことを始めたい」という気持ちも 3年目あたりか
ら芽生えてくるのではないかと思います。松下ガバナーと

しては 3年目を一つの節目と考え、クラブ内だけでなく他
クラブへのメイキャップや地区行事への積極的な参加な

ど、外へも目を向けていただくようにお願いできれば、と

のお考えです。自分の世界を拡げられることもロータリー

の持つ魅力の一つだと思います。「メイキャップはロータリ

アンの権利」と捉え、積極的に交流を持つようにしていた

だければと思います。また、地区への出向者は従来決まっ

たメンバーに固定されがちなところがありましたが、前年

度から一定年数経過した出向者には交代していただく制度

を導入しています。より多彩な人材に地区へ出向していた

だくことが各クラブのご意見を吸い上げることにも繋が

り、引いては地区の活性化にも繋がります。この場をお借

りしてご理解とご協力をお願いいたします。 
③3 番目として、例年行われている「新会員の集い」は今
年度地区としては行わず、代わりにグループ版「新会員の

集い」を実施する予定です。まずはグループ内での親睦を

図って欲しいというガバナーのお考えです。こちらは年度

内の開催を予定しておりますが、詳細が決まりましたらご

連絡したいと思います。 
さて、優先項目の 2番目に挙げられているのがロータリー
財団、米山奨学会の支援です。 
優先項目１の青少年事業の推進とダブるところもあります

が、松下ガバナーの言葉をお借りすれば「喜捨」、つまり将

来への投資として納得して支援していただけるよう、卓話

を始め、各種の取り組みを行ってまいります。例えば、前

年度のポリオプラス委員会ではエンドポリオの取り組みに

ついてのビデオの作成、米山奨学金委員会では人数制限の

関係上、会長幹事の皆様に限られますが、12月 14日に開
催される国際交流会へのご案内などを行ってまいります。 
ぜひこれらのリソースも活用していただきながら、ロータ

リーの青少年支援の取り組みにご理解をいただければと思

います。 

地区として数値目標を掲げておりますが、先ほどご紹介し

たガバナーの言葉にもあります通り、RIに対しての提示が
求められている立場上、策定している数字であって、それ

ぞれのクラブを縛るものではないという認識でおりますこ

とをご理解いただき、その上でクラブ会長の皆様に各クラ

ブの数値目標としての落とし込みのご協力をお願いしてい

るものです。現在、RIの運営するMy Rotaryというウェ
ブシステムの中にある「クラブセントラル」というページ

で各クラブの目標ならびに実績の入力をお願いしておりま

す。こちらがそのクラブセントラルのページです。その年

度のクラブ会長・幹事、クラブ事務局のログイン ID でア
クセス可能となっております。ガバナー補佐は担当グルー

プ各クラブのページを閲覧できるようになっております。 
会員増強は先ほども、松下ガバナーも地区の今年度の最大

の目標と位置付けておられることはお話ししましたが、ク

ラブごとの適正な会員数はそれぞれのクラブの考え方があ

りますので、第 4グループではクラブセントラルの数字は
当初に会長からご提示いただいた数字をそのまま登録いた

だいております。財団、ポリオ、米山の寄付につきまして

は、地区からの毎年のお願いを受けて、各クラブで目標設

定をしていただいています。 
クラブの目標を達成していただけることが、私としても喜

ばしいことであります。同時に、こんな取り組みをしたら

このような結果に繋がった、などの情報は、他クラブにと

っても非常に有効なヒントになる可能性があります。ぜひ

情報の提供も併せてお願いしたいと思っております。 
りしてご理解とご協力をお願いいたします。 
③3 番目として、例年行われている「新会員の集い」は今
年度地区としては行わず、代わりにグループ版「新会員の

集い」を実施する予定です。まずはグループ内での親睦を

図って欲しいというガバナーのお考えです。こちらは年度

内の開催を予定しておりますが、詳細が決まりましたらご

連絡したいと思います。 

大箭ガバナー補佐、新入会の熊澤孝太郎会員 

クラブ協議会 吉田・木村信一・上原・中山の各会員 


